
厚生労働省は１１月１５日、障害者
の就職や就職後の職場定着を促す情報共
有ツール「就労パスポート」を作成した
と発表した。雇い入れる事業主や就労支
援に当たる福祉事業所が、障害者一人ひ
とりの情報を共有することで、障害者の
望む配慮とのミスマッチを防ぐ。

パスポートの使い方を解説した手引
きもそれぞれ「障害者向け」「事業主向
け」に作り、パスポートの様式とともに
ホームページに掲載した。誰でもダウン
ロードして使うことができる。

パスポートは、障害者が支援者と話
し合いながら記入するもので、使うかど
うかは本人の自由だ。当初、事業主が見
ただけでは分かりにくい精神障害者用に
することを想定していたが、結果として
障害の種類は問わずに使えるようにした。

障害者雇用、望む配慮とのミ
スマッチ防ぐ 「就労パスポー

ト」で情報を共有
記入項目は大きく「職務経験」「体調

管理と希望する働き方」「コミュニケー
ションの特徴」「作業遂行面の特徴」に
分けた。それぞれに用意された選択肢の
中から自分に当てはまるものに印を付け
るほか、自由記述もできるようにした。

パスポートは事業主側が厚労省に作
成を望んだもの。これを使う障害者、あ
るいは使わない障害者が不利益を被るの
では、との懸念も有識者から挙がったが、
厚労省は「事業主の皆様には使い方を十
分周知していきたい」としているだ。

表面の記事にもあるように、今後他
施設との「交流」「連携」が重要になっ
てくる中で、障害のある方それぞれの特
徴の情報共有がしやすくなることは、障
がい者だけでなく、運営事業者にとって
も多くのメリットになってくるだろう。
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※尚、今後このようなご案内が不要な場合は、右の欄にチェックを入れて
0575-24-5733迄ご返信をお願い致します。

～介護ビジネス研究会のご案内～

介護ビジネス研究会

医療・介護・障がい福祉の経営者(幹部)のための
隔月勉強会です。特別セミナーと勉強会(座学セミ
ナーによる業界最新事例の＋事例交換会)を基本と
する経営塾です。経営者様が抱える問題・疑問
及び、他社はどのようにして解決しているのかを共有
することで、自社のみならず、スタッフ・利用者・家族、
地域にとっても有益な情報をご提供して参ります。
開催が近づきましたらDMでお知らせいたします。
是非ご参加ください。
ホームページでも随時
情報を更新しております。


